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序　　文
京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来 1200 年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成 13年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平方米から、数千平方米におよぶ大規模調査まであ

りますが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できる

こととなります。

このたび共同住宅新築工事に伴う平安京跡の発掘調査成果を報告いたします。本報告

書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますようお願

い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成 19年３月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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１	 遺　跡　名	 平安京右京一条二坊七町跡
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平安京右京一条二坊七町跡

１．調査経過
この地は京都市上京区上ノ下立売通御前通西入二丁目堀川町 517 番地に所在し、当該地に共同

住宅の建設が計画された。当地は平安京内にあたるため、京都市文化市民局文化財保護課によっ

て試掘調査が実施され、遺構が確認された。その結果、建物範囲の南半部を調査対象とする指導

がなされ、財団法人京都市埋蔵文化財研究所が担当して実施することとなった。

当地は平安京の右京一条二坊七町にあたり、南を近衛大路、東を西靱負小路、西を西堀川小路、

北を鷹司小路で囲まれた町の南辺に位置する。町の内部を区分する四行八門制では東二行北七・

八門にあたる。当町の居住者に関する資料は認められないが、『日本紀略
　１)

』天徳２年（958）４月

14日条に焼亡との記事が見える。また、北の八町は隼人司所在地、南の六町は采女町であったと『拾

芥抄』（西京図
　２)

）には記されている。これらの史料からみて、当該地に平安時代の遺構が存在して

いる可能性が高いと思われた。

－�－

図１　調査位置図（１：2,500）



調査は保護課の指導に従って、敷地

の南部に東西７ｍ、南北 23.5 ｍの調

査区を設けて実施した。その結果、江

戸時代と平安時代後期の遺構群を検出

した。

　２．周辺部の調査
当該と周辺の調査例は、意外に乏し

く、わずかに右京一条二坊二町（上ノ

下立売通御前西入大宮町 503）の立会

調査において、地表下１ｍ余りで暗褐

色粘質土層より平安時代中期の蕨手文

軒平瓦（小野瓦窯産）と、平安時代後

期の巴文軒丸瓦が出土している。また、

北の八町域（隼人司推定地）で平安時

代の包含層を確認している。

－�－

図４　調査区配置図（１：500）

図２　調査前全景（南から） 図３　作業風景（南から）



３．遺　　構

（１）基本層序（図５）

調査区における基本層序は、全域に 0.5 ｍの盛土があり、次いで黒褐色砂泥層からなる江戸時

代の整地層が 0.5 ｍ前後ある（層２〜５）。調査区の北部では、この整地層の下にさらに整層がな

されている部分が認められる（層６〜８）。その下は全て地山層であるが、調査区北部では灰黄褐

色砂礫層（層 37）の上に褐色砂泥層（層 33）が堆積しており、部分的に黒褐色砂泥層（層 34）

が認められる。一方、調査区南部では地山が流路状の堆積を示し、黄褐色砂泥層（層 38）や褐色

砂泥層（層 40）などの砂泥層と浅黄色砂層（層 41）などの砂層が互層となっている。

今回の調査では江戸時代の整地層を除去した地山層の上面で、江戸時代を中心とした遺構群と

平安時代後期を中心とした遺構群を検出した。調査の都合上、江戸時代の遺構群を第１面、平安

時代後期の遺構群を第２面として２回に分けて調査・記録を行った。

（２）第１面（江戸時代の遺構）（図６、図版１）

江戸時代の遺構は、上述のように江戸時代の整地層を除去した地山層の上面で検出した。しか

しながら、調査区壁面の土層観察によれば、江戸時代の整地層の上面から成立するものと整地層

の下で成立するものが認められる。後述する土壙３は江戸時代の整地層の上面から成立しており、

その年代が 17世紀世紀後半であることから、整地は江戸時代でも比較的早くになされていたもの

と考えられる。以下、主な遺構について述べる。

土壙３　調査区中央西端で検出した石室（いしむろ）と考える遺構である。室は方形を呈する

ものと考えるが、西部は調査区外となり確認できなかった。径 15〜 30 ㎝の礫を丁寧に積み上げ

た構造で、内法の南北幅 1.1 ｍ、東西 2.5 ｍ以上、深さ 1.2 ｍを測る。埋土から 18世紀前半の遺

物が、石積の裏込からは 17世紀後半代の遺物が出土している。

土壙１・４・８・45・80・88・94　これらは、いわゆる土取り穴と思われるもので、地山であ

る褐色砂泥層（層 37）を採取した痕跡である。平面形は方形をしたものが多く、一辺が１ｍ前後

のもの（土壙４など）から３ｍを越えるもの（土壙 80）などがある。調査区の壁面で土層の観察

できる土壙１・45などでは江戸時代の整地層の下で成立しており、江戸時代前期のものと考えら

れる。

この他数基の Pit や土壙を検出しているが、建物などに復元できるものは認められない。

－�－

表１　遺構概要表
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図５　西壁・北壁断面図（１：100）
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図６　第１面平面図（１：100）
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図７　第２面平面図（１：100）
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図８　柵１、建物２・３実測図（１：100）



（３）第２面（平安時代後期の遺構）（図７、図版１）

第２面は平安時代後期の遺構群で、いずれも地山面で検出した。柱穴群が主で、調査区南部を

中心に分布している。その中で、建物２棟および柵１条をまとめることができた。その他調査区

北部で溝を１条検出している。以下、それぞれについて述べる。

柵１（図８）  建物とも考えられるが、南北方向の柱穴列に対して南北方向が確認できなかった

ため、柵として報告する。柱間 1.3 〜 2.0 ｍで、南北５間分を確認した。柵の方位はほぼ真南北

を向いている。柱穴掘形は径 0.5 ｍ前後の円形で、径 0.15 ｍ前後の柱痕跡が認められる。柱痕跡

の下部にはいずれも上面が平らな礎石を据えている。柱穴からは 12世紀代の土師器片が出土して

いる。

建物２（図８）  南北４間、東西１間以上の掘立柱建物で、東側は調査区外に延びる。柱間は 1.5

〜 1.8 ｍで、ややばらつきがある。柱穴掘形は直径 0.4 ｍ前後の円形で、柱痕跡は不明瞭である。

建物の方位はほぼ真南北である。

建物３（図８）  南北３間以上、東西２間以上の掘立柱建物である。柱間は 2.0 ｍ前後で、柱穴

掘形は 0.5 ｍ前後の円形で、柱痕跡は不明瞭であるが、いずれも底部に平らな礎石を据えている。

建物の方位は北に対して５°東に傾いている。

溝 82　調査区北部で検出した東西方向の溝である。幅 0.3 ｍ、深さ 0.1 ｍの素掘りの溝で、調

査区の中央部から始まり西側は攪乱によって壊される。溝の方位は西に対して北側約５°傾く。

この傾きは建物３と同様で、両者は時期的にも同じと考えられる。

－�－



４　遺　　物
遺物は整理箱で 17箱出土した。出土遺物の大半は江戸時代の土器、陶磁器類である。平安時代

のものは軒瓦、緑釉陶器椀、黒色土器、土師器皿の破片であった。いわゆる中世の遺物はほとん

ど無い。ここでは、平安時代の遺物から次いで江戸時代の遺物の順に解説したい。

平安時代の遺物（図９、図版２）

１は重画文軒平瓦で、土壙 12から出土した。奈良時代後期の瓦で京外から搬入された物と思わ

れる。焼成は非常に硬い。ただし近世遺物と共に出土した。

２は均整唐草文軒平瓦で、土壙 94から出土した。平安時代前期の瓦で右半分のみ残っていた。

近世遺物と共に出土した。

３は緑釉陶器小椀で、土壙 98から土師器や黒色土器などと共に出土したが、平安時代後期の遺

物も入っていた。時代は平安時代前期の軟質系の緑釉陶器である。

４は土師器皿で、口径 15㎝に復元できる破片である。大きめの皿と思われるもので Pit24 から

出土した。12世紀中頃を想定でき平安時代後期にはいる。

５・６は土師器皿で、共に土壙 65から出土した。５は口径 8.4 ㎝の土師器の小皿で浅黄橙色を

している。６は口径 14㎝を復元できる大きめの皿で 12世紀中頃を考えている。

７は土師器皿で、Pit106 から出土した。口径は 13㎝を復元できる。須恵器の破片と共に出土

し 12世紀中頃と思われる。

江戸時代の遺物（図 10、図版２）

江戸時代の遺物は、土壙３でまとまって出土した物を中心に図示した。

上層から出土したのが８〜 12・14 で、８は肥前染付椀で、14 は京風肥前焼の椀である。12

は内面に蛇ノ目の無釉帯を持つ白磁の皿である。９・10は土師器の小皿で、煤が付着しているの

で灯明皿として使用された物と思われる。11は中くらいの皿で口径が 10.4 ㎝ある。下層から出

土したのは13・15〜 19である。13は肥前染付椀、15は唐津焼の皿で18世紀前半と考えている。

16は煤の付着している土師器の小皿で、口径が 5.6 ㎝あり灯明皿と思われる。17〜 19は口径が

－ �－

図９　平安時代の遺物拓影・実測図（１：４）



10.5 〜 11.0 ㎝のやや大きめの土師器の皿である。20は口径 44㎝、高さ 20.5 ㎝を復元できる信

楽産の大きな擂鉢で内底部の使用が激しく櫛目条痕が完全に磨滅している。

21は耳付肥前青磁仏花瓶で、貫入が多い。土壙９から出土した。

22は塩壷で、18世紀前半の京都木野産である。土壙 29から出土した。

23は天地逆にして顔が墨書されている土師器小壷である。土壙７から出土した。

－10－

図 10　江戸時代の遺物実測図（１：４）

表２　遺物概要表



５．ま  と  め
今回の調査では、江戸時代の遺構群と平安時代後期の遺構群を確認することができた。それぞ

れの時期ごとにその成果をまとめる。

江戸時代の遺構は、上述のごとく江戸時代の整地層の上面からの遺構と下面の遺構に分かれる。

下面の遺構は土取り穴が主なもので、調査区に堆積する褐色砂泥層をねらって採取した痕跡であ

る。こうした土取り穴が分布することは、当地が空閑地として存在していたことを示すと考える

ことができよう。整地層は上下で検出した遺構との関係から 17世紀後半（江戸時代前期後半から

中期初頭）のものと考えられる。また、整地層上面の遺構としては石室や土壙、柱穴などが認め

られる。今回建物としてまとめることはできなかったが、民家の建ち並ぶ状況が復元できる。

平安時代の遺構は、ほぼ後期のものである。遺構としては柵、掘立柱建物、溝などを検出したが、

遺構の大半は調査区の南側に集中している。当地は平安京の条坊では右京一条二坊七町の東二行

北七門と北八門にあたり、町の南側を走る近衛大路に近接した位置にあたる。今回は調査地の都

合で近衛大路の北築地推定線の位置にわずかに達しておらず、築地やそれに伴う溝などを確認す

ることができなかったが、検出した遺構からは大路に面して小規模な建物が軒を連ねていた状況

を推測できる。これらの遺構には方位がほぼ南北のものとわずかに振れるものが存在し、若干の

時期差を考えることができる。直接の重複関係が認められないことから、前後関係は不明であるが、

他の遺構との関係から、やや振れを持つものが新しいと思われる。

また、今回の調査では中世の遺構が全く選出できなかった。遺物が出土せず、時期が確定でき

なかった遺構に中世のものが存在する可能性があるが、少数であることにかわりなかろう。その

原因については今後の課題として残っている。当地周辺は平安京の中においては調査例が希薄な

地点であり、今後調査成果の蓄積を待って、考察を行う必要があろう。
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